
館内見学（２階書庫）

図 書 館 本 館 で の 開 講 式 で は 、自己紹介の後、館内を見学しました。 
通常は入ることのできないエリアにも入り、司書の 仕 事 に つ い て
学 びました。

たくさんの本が並んでいる２階書庫

館内見学（２階書庫）

やる気十分の受講生
たち。ユニフォームの
エプロンも、ばっちり
きまってます。

特
　
集
　

「子ども司書制度」は、平成21（2009）年

福島県矢祭町で生まれ、現在では200以

上 の 自 治 体 で 養 成 講 座 が 開 催 さ れ て い

ます。

市 内 在 住 の 小 学 ４ ～ ６ 年 生 の 児 童 を 対

象 に「 子 ど も 司 書 」を 募 集 し た と こ ろ、

多 く の 応 募 が あ り、そ の 中 か ら 抽 選 で

選 ば れ た19人で第１回講座をスタート

しました。

図書館では読みたい本
が見つけやすいように、
「日本十進 分類法（NDC）」
というきまりを用いて、図
書館資料を配架している
ことを学びました。

調べもの・探し物のお手伝いをする
のも、司書の仕事です。
グ ル ー プ ご と に 異 な る 課 題 つ い て
に調べ、発表しました。

実習をする前に、気をつけることを確認しました。

講座では、「こんな子ども司書になりた

い 」と い う 目 標 を 達 成 す る た め に、「 ま

なび活動」に熱心に取り組む子ども達の

姿が見られました。

図書館のこと、ＮＤＣ※や本の整備・修理、

レファレンスサービスなど 専 門 的 な こ

と に つ い て の 学 び 、読 み 聞かせや本の

楽 し さ を 伝 え る ポ ッ プ づ く り な ど も 体

験 し ま し た。ま た、共 に 学 ぶ な か ま と の

交 流 も 深 ま り、回 を 追 う ご と に「 子 ど も

司 書 」と し て の 成 長 が 感 じ ら れ た 半 年

間 で し た。子 ど も 達 の キ ラ キ ラ し た 瞳

に、「 読 書 の 街　 芦 屋 」の 未 来 が 明 る く

映っているようでした。 『S D G ' s 』について調べたAグループ。
本 によって 書 かれて い る内容が異な
るため、色々なことが わ か りまし た 。

●  絵本の選び方
●  読む前にしておくこと    
●  絵 本 の 持ち方   
●   ページ の めくり方  
●   絵 本 の 読 み 方

NDCの通りに
ならんでいる
のかな？

はじめて使うバーコード
リーダー

カウンター体験

読み聞かせ実習

表 紙 に 登 場 した子ども司書

早 川  恵 梛  （ はやかわ えな）さん

手 科  綾 音  （ てしな あやね）さん

※

「子ども司書」は、楽しく本に親し
みながら、図書館の仕組みや、司
書の仕事について学び、友達や家
族に対して読書の素晴らしさを伝
える、子ども同士の読書リーダー
役です。
芦屋市では、子どもたちの読書活
動推進を目的に「子ども司書養成
講座」（全７回）を開催しました。

問い合わせ　図書館☎ 31-2301

第 ７ 回 講 座 で の「 成 果 発 表 会 」終 了 後、

「 認 定 式 」が 行 わ れ、福 岡 教 育 長 か ら、

19人の子ども達一人ひとりに認定状と

認 定 バ ッ ジ が 授 与 さ れ、芦 屋 市 の 初 代

「 子 ど も 司 書 」が 誕 生 しまし た 。

今 後 は 、「 子 ど も 司 書 」の 視 点 か ら の 、

読 書 案 内 や 読 み 聞 か せ な ど の 活 動 を

す る 予 定 で す 。

「 子 ど も 司 書 」は、家 族 や 友 達、地 域 で

読書の楽しさを伝える役割を担います。

学んだことを
いかして読み
聞かせができ
るかな？


